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一時はインターネット（以下、ネット）利用の
世代間格差が問題になっていましたが、今は高
齢者の間でもネットは広く普及するようになり
ました。図１は、筆者の研究室と総務省情報通
信政策研究所が毎年共同研究として実施してい
る全国調査＊１の2016年調査結果の一部を示
したものです。上段の「ネット利用」は、パソコ
ンや携帯電話、スマートフォン（以下、スマホ）
など機器を問わず、ともかくネットを利用して
いる人の割合を示したものです。
図１に示されるとおり、調査対象者全体（10
代から60代の平均）の利用率が96.3%なのに
対し、60代の利用率も87.5%とその差はか
なり縮まってきました。ちなみに、同じ調査で
テレビの個人利用率の全体平均が92.2%なの
で、いまやネット利用はテレビ視聴より日常に
溶け込んだ情報行動ということになります。
しかし、シニアは若者と同様にネットを駆使

シニアのネット利用率向上と
利用内容

しているかといえば決してそうとはいえません。
図１にはモバイル（携帯電話とスマホ）でのネッ
ト利用率とモバイルでのネットサイト（ネット
のサイトアプリ）の利用率も示しています。そ
れによれば、60代は、モバイルでのネット利
用率も高いのですが、モバイルでサイトを閲覧
する人の比率は34.0%と全体平均の半分以下

＊１　�｢情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」。2012年から毎年、東京大学橋元研究室と総務省情報通信政策研究所との共同研究の
一環として実施。調査対象は全国13歳から69歳の男女1,500名でランダムロケーションクォータサンプリングにより対象者を抽出。2016
年調査は11月から12月にかけて実施され、「平成28年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」報告書として下記に掲載されて
いる。図中の数字は報告書とは別に、筆者が独自に集計したものである。� �
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01iicp01_02000064.html
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（出典：「平成28年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」）

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01iicp01_02000064.html


2017.9 2

特集  アクティブシニアとインターネット

デジタルシニアの現状と課題特集1

に減ってしまいます。つまり、ネットを利用し
ているといってもメール利用が中心で、情報サ
イトは十分活用していないということです。ま
た、図1にはありませんが、パソコンによるネッ
ト利用も調査対象者全体が61.1%に対し、60
代は48.2%と５割を切っています。
私の研究室では1995年以降、５年おきに全
国調査として「日本人の情報行動調査」を実施し
ています＊２。この調査では「日記式調査」とし
て、調査対象者に実際にメディアを利用した時
間を記録してもらっています。それによると、
年齢層別で最もネットを利用しているのは20
代で、ネット利用の総計は１日平均151.1分
になります。60代は総計で平均29.4分に過
ぎず、サイト閲覧はそのうち8.7分です。また、
最近、急速に利用が活発化しているソーシャル
ネットワーキングサービス（SNS）の利用も、20
代の55.5分に対し、60代は3.6分でしかあ
りません。図１にはSNSの利用率も示してい
ますが、調査対象者全体の68.8%に対し、60
代は26.1%にとどまっています。SNSの普及
はスマホの利用とも密接に結び付いています。
そのスマホの普及も、我々の調査では図１に示
したように、調査対象者全体の71.3%に対し、
60代は31.7%です。
つまり、シニアでネットの普及が進んでいる
といっても、各種情報を収集したり、ネット
ショッピングをしたり、SNSでやりとりをする
ことについては、若者ほど利用が進んでいない
のが現状です。

積極的にネットを利用している60代のデジ

デジタルシニアの特性

タルシニアにはどのような特性があるのでしょ
うか。以前、筆者と電通の共同研究として、デジ
タルシニアの特性についていくつか調査をした
ことがあります。その中で、都内在住の60代
の男女を対象に、メール以外でネットを普段１
日30分以上利用する「デジタル層」と、ネットは
まったく利用しない「非デジタル層」をピック
アップして、消費行動や情報感度、性格傾向、趣
味や幸福度について調査したことがあります＊３。
ここではデジタル層と非デジタル層との間で統
計学的に有意な差があった項目のいくつかを紹
介します。
⑴	デジタル層は消費行動が活発
外食、旅行支出、書籍・雑誌の購入について

デジタル層と非デジタル層で比較したところ、
いずれもデジタル層の消費行動が活発であるこ
とが示されました。例えば、「１カ月の外食支
出１万円以上」の割合は、デジタル層が35.5%
に対し、非デジタル層が25.5%、「１年の旅行
支出が10万円以上」の割合がデジタル層33.0%
に対し、非デジタル層18.5%、「１カ月に２千
円以上本や雑誌を買う人」の割合がデジタル層
26.5%に対し、非デジタル層は15.0%でした。
⑵デジタル層は流行感度が高い
図２は社会心理学でよく調査に用いられる情

報感度の諸項目で、統計的に有意差のあったも
のを示したものです。図２に示されるとおり、
デジタル層は新しい商品、サービスを早く取り
入れ、話題の店によく行き、新しい流行や情報
に敏感であることが示されました。また、図２
には入れていませんが、「新しい情報はすぐに
教えてあげる」「何人かで行動するときは自分
から提案する」など、情報の発信も積極的な傾
向がありました。

＊２　�「日本人の情報行動調査」は５年ごとに実施しており、全国13歳から69歳の男女が対象で、住民基本台帳による層化二段無作為抽出、訪問留置
調査による、アンケート調査と日記式記録票調査からなり、サンプル数は年によってバラツキがあるがおおむね1,500〜2,000人。2015年
調査は2015年６月に実施。橋元良明（編）『日本人の情報行動2015』（東京大学出版会、2016年）参照。

＊３　�調査対象は東京都内23区在住の60〜 69歳の400サンプル。ランダムロケーションクォータサンプリングにより対象者を抽出。うち200サ
ンプルは「普段“メールのやりとりの時間は除き”１日30分以上利用している人」として定義した「デジタル層」、それ以外の200サンプルは「イン
ターネットの利用は（メールもメール以外の活動も含め）一切行わない人」と定義した「非デジタル層」。調査期間は2010年５〜６月。
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⑶	デジタル層は社交的で幸福感が高い
図３は、社交性や趣味、生きがい、幸福感に関
連する項目の結果を示したものですが、デジタ
ル層は社交的で趣味が多く、生きがいをもち、幸
福感を感じる瞬間が多いことが示されています。
デジタル層は、非デジタル層に比べると、も
とよりやや高年収の傾向がありますが、ネット
を利用することで情報量が多くなり、知的な好
奇心が刺激され、よりアクティブになるという
側面もあるかと思われます。ネットを利用する
ことで今まで近くの商店では買えなかった製品
が買えたり、あるいは小さな書店には売ってい
ない専門書が入手できるようになったりするな
ど利点も大きく、いろいろな情報を検索してい

るうちに、さらに購買意欲が喚起されるという
循環も生まれます。
また、豊かな情報を入手できるだけでなく、

ネットでいろいろな人との交流が広がり、同じ
趣味の人や気の合いそうな人とのやりとりが増
えると生きがいや幸福感の増加につながる可能
性があります。

シニアにあって、メールなどのコミュニケー
ション系の利用で人との交流が広がること等の
プラス面に対し、ネットを活用しないことのマ

イナス面はたくさんあります。
病院や図書館の貸し出しの

予約で、ネット利用者より順
番が遅れたり、ネット上で比
較的簡単に取得できる各種証
明書のためにわざわざ役所に
足を運ばなければいけなかっ
たりするなど社会生活上の不
利益を被ります。今は医療相
談、法律相談も一部はネット
で専門家が対応してくれます。
また、高齢者でも、パソコン
とネットを使った在宅就労が
可能な場合もあり、ネットを
使えないとその機会を逸して
しまいます。既に一部の会社
は、ネット上にしか就職情報
を出していません。
ネットを活用しないことで

結局、社会的格差が拡大再生
産されてしまうのです。我々
の調査で、ネットを使わない理
由の第一は「興味がないから」
でした（複数回答で43.5%）。
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しかし、それはネットのさまざまなメリットや
楽しみを知らないからであって、実際に使い始
めると、むしろそれなしでは生活できないとい
う状況になる人もいます。

ネットを使わない２番目の理由は「どう使っ
ていいかわからない」（37.5%）でした。また、
使いたくても機器や通信費が高いという意見も
ありました。こうした問題を解消するには、デ
ジタル機器の費用や通信費において、国や自治
体による補助が必要かと思いますし、自治体や
NPOなどによるデジタル機器利用・操作習得
のサポートも今以上に活性化することが重要で
す。メーカーでも、高齢者に使いやすいパソコ
ンやスマホの開発に努めていますが、各種の操
作や設定で、まだ戸惑いを覚える高齢者も多く、
実際、私のまわりでもタブレットを買ったもの
の、取扱説明書もなく、最初のネット接続も分
からず、単に文鎮代わりとしてしか使っていな
いという人もいます。使い方が分からない場合、
メーカー側も、気軽に相談できる窓口の存在を
積極的に周知する必要があるように思います。
また、ネットを使い始めたのはいいのですが、
ネット上のトラブルに巻き込まれる可能性も考
えなければいけません。これまでシニアに対し
てインタビュー調査もしてきましたが、次のよ
うな事柄に対して不安を持つ人が少なからずい
ました。
⑴金融機関などを装ったメールで、偽のサイト
に誘導され、クレジットカード番号などを入
力させられる
⑵利用した覚えのないネットサービス利用料金
を請求される
⑶ネットショッピングで支払いに利用したクレ
ジットカードの情報が悪用される

ネット活用の課題と
注意すべきこと

⑷ネットショッピングで購入した商品が届かな
かったり、商品の状態が悪かったり、思って
いたものと違ったりする

⑸メールの宛先を間違えて情報が漏えいする
⑹悪

いたずら
戯や不要な広告などの迷惑メールが大量に

届く
⑺ウイルスや悪いソフトウェアの被害にあう
⑻インターネット上で悪口・暴言・挑発的な言
葉を書かれる

⑼他人によって、自宅住所や電話番号を勝手に
ネットに載せられる

⑽自分のIDやパスワードが勝手に使われる
⑾パスワードを忘れてしまう
⑿人に知られたくない自分の趣味や行動パター
ンが分かってしまう
調査で実際の被害経験を調べたこともあるの

ですが、シニアの被害実数はごくわずかでした。
その理由の１つは、シニアのネット利用頻度自
体がまだまだ低いということです。
今後、シニアのネット利用が活性化するにつ

れ、被害を受ける人も増えていく可能性があり
ます。そのためには、個人情報の入力やメール
の宛先等をその都度、よく確認したり、パスワー
ドを自分でしっかり管理したりするとともに、
オフラインでも、ネット利用に関する情報交換
網を確保しておくことが必要ですし、恥ずかし
がらず家族や自治体の担当者などに相談してみ
ることです。とはいえ、被害を恐れてネット利
用を抑制するということは、避けなければなり
ません。


